
                 

日 時 ： 2009年6月６日（土） 13:30～16:45 

場 所 ： 志摩市磯部生涯学習センター 
三重県志摩市磯部町迫間878－9  電話0599-55-0142 

情報提供    「経腸栄養剤について」 株式会社大塚製薬工場       13:30～13:45 

開会の辞    三重県立志摩病院  院長  吉村 平 先生 
セッションⅠ 一般演題       13:50～15:40 
 

司会 尾鷲総合病院    外科部長  加藤 弘幸 先生 

鈴鹿中央総合病院  内科医長  岡野 宏 先生 

１．「残存小腸０ｃｍの短腸症候群に対するＮＳＴの介入」 
藤田保健衛生大学 七栗サナトリウム 医療技術部薬剤課 柴田 賢三 先生 

２．「「ソフト寿司」の取り組みについて」 
津生協病院  管理栄養士 猪田 秀子 先生 

３．「精神科患者に対して NST が介入した１例」 
 三重県立志摩病院  看護部 松井 華代 先生 

４．「ＮＳＴの介入により、改善された褥瘡患者の一症例」 
 尾鷲総合病院 栄養管理部 小栗 きくみ 先生 

５．「NSTが介入した中咽頭癌患者の一症例」 
                  鈴鹿中央総合病院 薬剤部 櫻井 香織 先生 

６．「瘻孔周囲過剰肉芽に対しステロイド外用治療が有効であった 3 例」 

      町立南伊勢病院  看護部 里中 千加 先生 

７．「PEG 困難症例に対する PEG キットを用いた開腹胃瘻造設術」 

 三重県立志摩病院   外科 飯澤 祐介 先生 

８．「術後トラブルなく PEG が施行できる血液データは？」 

済生会松阪総合病院  内科 清水 敦哉 先生 

 

－ 休憩15:40～15:50 － 

セッション2  ミニレクチャー                                      

15:50～16:30 

司会 三重県立志摩病院   内科医長  河北 知之 先生 

  『終末期がん患者に対する栄養管理』 

藤田保健衛生大学医学部 外科・緩和医療学講座 准教授 伊藤 彰博 先生 
 

 

特別発言                              1６:30～16:４５ 

藤田保健衛生大学医学部 外科・緩和医療学講座 教授 東口 髙志 先生 

閉会の辞               三重県立志摩病院   内科医長  河北 知之 

先生                   
当日、医療及び福祉関係者は参加費として1,000円を徴収させて頂き、会の運営費に充てさせて頂きます。(一般市民の方は無料です)。 

尚、本研究会参加者は日本静脈経腸栄養学会認定資格栄養サポートチーム専門療法士認定単位(5単位)三重県病院薬剤師会生涯研修(1単位)  

日本医師会生涯教育認定単位の各単位が認定されます。当日はご参加頂いた確認の為、施設名、氏名のご記帳をお願い申し上げます。ご提
供頂きました個人情報は、講演会のご出席者の確認と連絡のために使用いたします。個人情報は、主催関係者および業務委託先を除く第三

者に開示・提供することはありません。又、弊社の個人情報保護方針に基づき安全かつ適切に管理いたします。 

問い合わせ先 

㈱大塚製薬工場名古屋営業所 4 課   津村隆二  

〒460-0002 愛知県 名古屋市 中区丸の内 3 丁目 13-21 （℡ 052-957-2411） 
共催  三重NST研究会 株式会社大塚製薬工場 

後援 日本静脈経腸栄養学会 志摩医師会 三重県病院薬剤師会  


